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6． キャンペーン
・「給食支援キャンペーン」５万２千円と「アレッポの石鹸キャンペーン」１万６千円は引き続き行いました。
　　ミャンマー地震寄付として１万６千円をアジアクラフトリンクに寄付しました。

Ⅳ．関連団体との協力
〈生活クラブ虹の街〉
　 ・「一生残る、技術力という支援～ミャンマー支援の現場から～」講演会の共催、千葉カタログへの
　 　掲載等、多岐にわたり協力を頂きました。
　　 千葉グループ協議会は、県北西部は柏ショップ、千葉市はアーシアンちばが交流会に参加しました。
　〈JFSA〉
　　・アル・カイール訪問への協力を頂きました。
　〈JVC〉
　　・ラオス現地駐在員の一時帰国報告会を開催しました。
　　・ラオス事業部にレターへの寄稿文をお願いしました。
　　・パレスチナ担当の方を講師とした学習会を開催しました。
　　・生活クラブ虹の街との講演会時に、生活クラブ全組合員へ「JVCモノでの支援封筒」を配布しました。

Ⅲ．啓発・広報事業
1） 啓発
・生活クラブ虹の街との共催で「一生残る技術力という支援～ミャンマー支援の現場から」講演会を開催しました。
・JVCラオス報告会はスタッフを対象に行いました。
・アフガニスタン料理教室を幕張と野田で計３回（内AARJapanとの共催２回）開催しました。　　　　　  家にこもりがちなアフガン女性と地域の人が交流する機会となりました。
・パレスチナに関連する講演会・学習会を３回開催しました。ガザ問題だけでないパレスチナの現状を知ってもらう機会としました。JVCが写真を提供する「つながる世界～パレスチナのこどもたち写真展＋絵本作家の絵画展」の柏での開催に協力しました。
・講演会・学習会では他団体や自治体との共催を企画したり、公民館を活用するなど、より多くの方に参加していただき参加者同士の交流もできました。
・多くの外部イベントに参加し、活動内容やフェアトレードについて伝え、情報交換も行いました。
また、知り得た情報をスタッフにフィードバックしました。
・我孫子市民活動ステーション主催の「子ども向けフェアトレード講座」の開催に昨年に引き続き協力
しました。
２）広報
　・レターは年３回（８月・１２月・３月）発行しました。
・ホームページは講演会などのお知らせが主になってしまい、活動内容の報告に関しては活用できませんでした。
・コルザは年１回掲載しました。
 ・インスタグラムなどのＳＮＳはイベント開催をお知らせする大事なツールとなっています。
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2025年度　主な活動
4月
・「みんなの祭り」
　柏の葉パークシティ1番街
・アフガニスタン交流会
10月
・JVCラオス帰国報告会
・我孫子まち活フェス


11月
・開智大学柏学祭
・ナチュラルマルシェ（柏ブロック主催）
・守谷てくてく日和
・柏市民活動ぽかぽか市
5月
・パレスチナ講座第1回
　「パレスチナ問題とは何か」
・柏市民活動フェスタ
・アフガニスタンお料理教室
　（幕張公民館）
・フェアトレードマーケット（千葉）
・から風流マルシェ（流山）




12月
・JVC「パレスチナ学習会」
・森田代表パキスタン訪問


1月
・テネレの木マルシェ（守谷）
6月
・ピースフェア（きぼーる）
2月
・「一生残る技術力という支援～ミャンマーの現場から」講演会（虹の街共催企画）
・「ハックルベリーフェアトレードの日」　　
・フェアトレードミニ講座（我孫子市民
　活動ステーション講座）
・アル・カイール訪問報告会
　（柏ショップ）
・アフガニスタンのお料理教室
　（幕張公民館）
7月
・パレスチナ講座第2回「パレスチナオリーブ生産者の現状を知る」


8月
・「子供向けフェアトレード講座」
　（我孫子市民活動ステーション主催）
・フェアトレードマーケット（千葉）


9月
・北柏黄昏マーケット
・アフガニスタンのお料理教室
　（野田市梅郷公民館）
・ヘナ講習会
・テネレの木マルシェ（守谷）




3月
・「つながる世界～パレスチナのこども
　たち写真展＋絵本作家の絵画展」
　（柏市ハックルベリー）
《毎月開催》本部・販売スタッフミーティング（柏，ちば）
《定例活動》理事会（6/12、11/19、3/16）運営委員会（7/8、9/30、11/4、1/20、2/17、3/10、4/14、5/19
《その他》・アーシアンレター発行（No98、99、100）　・コルザ掲載　・生活クラブセンター、デポー展示会
　　　　　　・アーシアンBOX　・パキスタン給食応援キャンペーン（ちば）
　　　　　　・シリア支援　アレッポ石鹸キャンペーン（柏・ちば）　・生活クラブ千葉グループ等各種会議
　　　　　　・松葉町地域情報誌「ＢＥ－ＣＯＭ」毎月掲載（柏）
Ⅴ．組織運営
1） 理事会の開催と運営委員会、事業ミーティング
・理事会・運営委員会・事業ミーティングは予定通りに実施しました。
・中期計画に添って活動を行い、全体ミーティングでは検証も行いました。
2） 会員拡大と仲間作り
・個人会員期首　３３３名　３月末　３３４名
　 「一生残る、技術力という支援～ミャンマー支援の現場から～」にて４名の会員加入がありました。
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２）アーシアンちば
1. 商品開発
・協働相手が見つからず、商品開発はできませんでした。
1. 生活クラブ虹の街関連
・センター・デポー出展、デポーでの常設・注文販売、千葉カタログでの販売を引き続き行いました。
・新規取扱品目としてオルター・トレード・ジャパンのパレスチナオリーブオイルを千葉カタログ、デポー常設で始めました。国内に目が向きがちな中、カタログを通してパレスチナに目を向けてもらうきっかけとしました。
・引き続きデポー、センター展示会に出展し、来場者に積極的に情報提供をしました。
1. BOX・地域
・BOXは定番の他、新たに生活クラブ関連で２回開催しました。
・千葉市フェアトレードマーケットに２回参加しました。出展者や立ち寄ってくれた方と積極的に情報交換をしました。
1. 外部学習会
・JVCパレスチナのオンライン学習会（９月）に参加したことで１２月の「ヨルダン川西岸地区の現状を知る」学習会につながりました。
５．啓発
・パレスチナオリーブオイルの卸元であるオルター・トレード・ジャパンの方を講師に「パレスチナオリ-
ブ生産者の現状を知る」学習会を２回開催しました。
・アレッポの石鹸キャンペーンの寄付先であるパルシックの活動をレターで紹介しました。

４．生活クラブ虹の街関連
・千葉カタログではより伝わりやすい商品情報を掲載しました。１０月に独自チラシを企画し売り上げに効果
がありました。
・デポー展示会は継続して取り組み、売り上げは好調が続いています。
・柏ブロック主催「ナチュラルマルシェ」に出展しました。
５．その他関連団体、地域とのつながり
・毎年参加の市民活動イベントに参加しました。本部啓発活動として昨年に続き８月に開催した我孫子市での子ども向けフェアトレード講座に協力、２月にはチョコレートミニ講座を担当しました。
・地域イベントに数多く出展し、新たに柏の葉や北柏駅前でのイベントに参加しました。
・JFSAには、８月に訪日したアル・カイールメンバーとの交流会開催や２月のパキスタン訪問報告会での委託販売で協力いただきました。
６．広報
・フェイスブック・インスタグラムなどSNSは、様々な工夫で効果が出ています。
・地域情報誌「BE-COM」への記事掲載は、毎月継続しています。
７．店舗運営
・新しいスタッフが加わり、業務分担の見直しを行いました。
・ミーティング内でのスタッフ研修を２回実施しました。  


１
Ⅱ．販売事業
１）アーシアンショップ柏
物価高や円安、地域の高齢化など経営環境が厳しくなる中で事業継続を模索し、地域とのつながりを深めるなど活動を進めました。
　１．店舗
・展示会やネットを活用して新たな商品や取引先を探しミーティングで共有しました。
・新たに商品情報コーナーを設置するなど、より商品の魅力が伝わる工夫をしました。
２．ショップイベント
・恒例のヘナ講習会は９月に開催し好評でした。
・３０周年企画ハチドリチャレンジの報告をパキスタン訪問報告と合わせ２月に開催しました。
３．交流支援活動・キャンペーン・募金
・千葉カタログの売り上げからアル・カイールアカデミー縫製科に４万円、アレッポの石鹸の売り上げからパルシックに１，２４０円を寄付します。
・４月にミャンマー地震支援として1万２千円をアジアクラフトリンクに寄付しました。
・アーシアン入会キャンペーンと共に会員優待セールを開催し、１名が入会しました。


２）ラオス
「セコン県農村部住民による共有資源の管理・利用支援プロジェクト」
　NGO日本国際ボランティアセンター（JVC）支援
・講演会に合わせて生活クラブ虹の街組合員に「モノでの支援封筒」を配布し、その収益をラオス事業を中心としたJVCの活動に寄付しました。

Ⅰ．交流支援事業
　　パキスタン、ラオスへの支援を行いました。
１）パキスタン
アル・カイールアカデミー職業訓練所支援
・縫製科の運営費を支援しました。２０２５年度分として本部より３６万円を送金しました。
今後柏ショップより４万円を支援します。
・８月にＰＪカンパニーメンバーが訪日し、交流会を開きました。
・代表が１２月に９年ぶりに訪問しました。縫製科や、以前アーシアンが購入資金を提供した土地に建設されたカレッジ・メディカルセンター等を実際に見てきました。
 アル・カイールと直接連絡を取れる仕組みを作ることができました。
・柏ショップにて「ハチドリキャンペーン」の報告を兼ねて２月に報告会を開催しました。
・日本ファイバーリサイクル連帯協議会（ＪＦＳＡ）に、パキスタン訪問、報告等で協力をいただきました。

第1号議案：2025年度事業報告
基本理念「この地球に住むすべての人々が人間として尊重され、自立し、良い環境の中で平和に暮らして行けることを願っています」
　基本理念に基づき、今のアーシアンが担える役割と意義を確認しながら事業をすすめました。





